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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 90 △26.8 △86 ― △88 ― 246 ―

29年３月期第２四半期 123 0.7 △52 ― △52 ― △52 ―
(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 246百万円( ―％) 29年３月期第２四半期 △53百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 1.81 ―

29年３月期第２四半期 △1.41 ―
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 2,639 2,146 81.3

29年３月期 3,010 2,535 84.2
(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 2,146百万円 29年３月期 2,535百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

30年３月期 ― 0.00

30年３月期(予想) ― 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式
(非上場)の配当については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。
　
３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 160 △35.1 △189 ― △194 ― 143 ― △0.23
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 96,013,277株 29年３月期 96,013,277株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 65株 29年３月期 65株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 96,013,212株 29年３月期２Ｑ 96,013,263株
　
　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料２ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧
ください。
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○種類株式の配当の状況

　 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

Ａ種優先株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0.00 ― 23.03 23.03

30年３月期 ― 0.00

30年３月期（予想） ― 0.00 0.00
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善がみられるなど回復基調が

続いておりますが、景気の先行きは、海外の政治情勢や経済の不確実性等が懸念され依然として不透明な状況であ

ります。

このような状況の下、当社グループは、賃貸物件の運営を主体とした不動産事業を収益の柱として事業を推進し

ております。

売上高につきましては、賃貸物件からの安定した賃貸収入を計上しております。また、固定資産を売却したこと

により固定資産売却益を計上しております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は90百万円（前年同四半期は123百万円）、営業損失

86百万円（前年同四半期は52百万円の営業損失）、経常損失88百万円（前年同四半期は52百万円の経常損失）、親

会社株主に帰属する四半期純利益246百万円（前年同四半期は52百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

(資産、負債及び純資産)

当第２四半期連結会計期間末における総資産は2,639百万円となり、前連結会計年度末に比べて370百万円減少し

ました。これは、現金及び預金が505百万円、たな卸資産が19百万円それぞれ増加しましたが、固定資産の売却等に

より建物（純額）が374百万円、土地が516百万円それぞれ減少したことが主な要因です。

負債は493百万円となり、前連結会計年度末に比べて18百万円増加しました。これは、支払手形及び買掛金が10

百万円、長期借入金が一部返済により16百万円それぞれ減少しましたが、未払消費税等が44百万円増加したことが

主な要因です。

純資産は2,146百万円となり、前連結会計年度末に比べて389百万円減少しました。これは、親会社株主に帰属す

る四半期純利益246百万円を計上しましたが、優先株式に対する配当金の支払165百万円及び優先株式の一部取得に

よる支出470百万円により資本剰余金が635百万円減少したことによるものです。

(キャッシュ・フローの状況の分析）

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）の残高は940百万円とな

りました（前連結会計年度末は、435百万円）。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果支出した資金は45百万円（前年同四半期は、73百万円の支

出）となりました。主な減少要因は、税金等調整前四半期純利益246百万円の計上や非資金支出である減価償却費26

百万円の計上等の収入がありましたが、有形固定資産売却益338百万円の計上による支出であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果得られた資金は1,202百万円（前年同四半期は、43百万円の

収入）となりました。主な増加要因は、有形固定資産の売却による収入によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果支出した資金は651百万円（前年同四半期は、701百万円の支

出）となりました。主な減少要因は、優先株式に対する配当金の支払165百万円、優先株式の一部取得による支出

470百万円、長期借入金の一部返済による支出16百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成29年５月12日に発表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 435 940

たな卸資産 330 350

その他 2 3

流動資産合計 767 1,295

固定資産

有形固定資産

建物 1,394 777

減価償却累計額 △624 △381

建物（純額） 770 396

土地 1,418 902

その他 11 10

減価償却累計額 △10 △10

その他（純額） 1 0

有形固定資産合計 2,190 1,298

無形固定資産 0 0

投資その他の資産 52 45

固定資産合計 2,242 1,344

資産合計 3,010 2,639
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11 0

1年内返済予定の長期借入金 32 32

未払法人税等 18 15

未払消費税等 3 47

その他 25 43

流動負債合計 90 139

固定負債

長期借入金 270 253

繰延税金負債 9 8

退職給付に係る負債 4 4

資産除去債務 1 1

その他 97 84

固定負債合計 383 353

負債合計 474 493

純資産の部

株主資本

資本金 2,000 2,000

資本剰余金 808 172

利益剰余金 △272 △26

自己株式 △0 △0

株主資本合計 2,535 2,146

純資産合計 2,535 2,146

負債純資産合計 3,010 2,639
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 123 90

売上原価 54 37

売上総利益 68 53

販売費及び一般管理費 121 139

営業損失（△） △52 △86

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

投資有価証券運用益 1 -

その他 0 0

営業外収益合計 2 0

営業外費用

支払利息 3 2

支払手数料 0 -

営業外費用合計 3 2

経常損失（△） △52 △88

特別利益

固定資産売却益 - 338

特別利益合計 - 338

特別損失

出資金評価損 - 3

特別損失合計 - 3

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△52 246

法人税、住民税及び事業税 0 0

法人税等調整額 △0 △0

法人税等合計 △0 △0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △52 246

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△52 246
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △52 246

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1 -

その他の包括利益合計 △1 -

四半期包括利益 △53 246

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △53 246

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△52 246

減価償却費 34 26

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 0 0

補償損失引当金の増減額（△は減少） △2 -

修繕引当金の増減額（△は減少） △3 -

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △45 -

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 3 2

投資有価証券運用損益（△は益） △1 -

有形固定資産売却損益（△は益） - △338

出資金評価損 - 3

たな卸資産の増減額（△は増加） △5 △19

仕入債務の増減額（△は減少） - △10

未払消費税等の増減額（△は減少） 3 44

前受金の増減額（△は減少） - 35

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） - △10

その他 △3 △22

小計 △73 △41

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 - △2

法人税等の支払額 △0 △0

営業活動によるキャッシュ・フロー △73 △45

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △0 -

有形固定資産の売却による収入 - 1,202

投資有価証券の取得による支出 △3 -

投資有価証券の売却による収入 47 -

貸付金の回収による収入 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー 43 1,202

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △16 △16

取得請求権付株式の買取りによる支出 - △470

自己株式の取得による支出 △0 -

配当金の支払額 △685 △165

財務活動によるキャッシュ・フロー △701 △651

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △731 505

現金及び現金同等物の期首残高 1,186 435

現金及び現金同等物の四半期末残高 455 940
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月1日 至 平成29年９月30日）

当社は、平成29年５月25日付で、資本剰余金を原資として優先株式に対する配当金165百万円の支払を実施い

たしました。また、平成29年７月31日付で優先株式の一部を470百万円で取得いたしました。この結果、資本剰

余金が635百万円減少しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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